
令和２年１１月定例会
県土整備委員会（事前）

その１
（県土整備部）

県土整備部都市計画課指定管理候補者の選定結果について

１ 申請団体名及び選定結果

（１）徳島県日峯大神子広域公園、徳島県文化の森総合公園、徳島県新町川公園

及び徳島県蔵本公園

申 請 団 体 名 選定結果

（公財）徳島県建設技術センター 指定管理候補者

（選定理由）

候補者は、これまでの管理運営実績を活かし、各公園ごとの利用状況や現状に即した管理運営方

針を有しており、適切かつ安定した管理運営が期待できるとともに、経験とノウハウを活かした管

理コストの削減についても努力が見られることに加え、地域との連携や地元企業活用においても具

体的な計画を持っている。

自主事業についても、愛犬のしつけ方教室などこれまでの取組に加え、迎春の寄せ植え作り教室

やシーグラスを使った工作教室など新たな事業を計画しており、更なる利用者サービスの向上が期

待できる。

また、（公財）徳島県建設技術センター個人情報保護要綱に基づき、個人情報の厳重な取り扱いに

取り組むとともに、感染症拡大防止対策をはじめ、災害・緊急時の対応についても業務継続計画や

災害等対応マニュアルを整備するなど、安全管理の上でも適切な対策・体制が講じられている。

以上のことから、選定基準に基づき総合的に評価した結果、指定管理候補者として適格な団体で

あると認められる。

（２）徳島県鳴門ウチノ海総合公園及び徳島県鳴門総合運動公園

申 請 団 体 名 選定結果

鳴門市 指定管理候補者

（選定理由）

候補者は、これまでの管理運営実績を活かし、的確に利用状況を踏まえており、現状に即した適

切な管理運営方針を有していることから、安定した管理運営が期待でき、地元住民や地元団体等と

協力し、様々なイベントを実施するなど、地域と密着した公園づくりに取り組むための具体的な計

画を持っている。

また、季節ごとのイベントとして定着している「わくわく夏・冬パーク」の事業継続をはじめ、

果実のなる木を植栽し、近隣の小学生等を対象とした収穫イベントの開催が新たに計画に盛り込ま

れており、更なる利用者サービスの向上が期待できる。

さらに、利用者の個人情報の適切な管理をはじめ、感染症拡大防止対策、災害・緊急時における

連絡体制や職員配備体制などを構築しており、安全管理の上でも適切な対策・体制が講じられてい

る。

以上のことから、選定基準に基づき総合的に評価した結果、指定管理候補者として適格な団体で

あると認められる。



２ 県土整備部指定管理候補者選定委員会委員名簿

役 職 氏 名

徳島大学教授 長尾 文明

徳島県経営者協会会員 井上佐知子

（公社）徳島県労働者福祉協議会常務理事 兼松 文子

税理士 大石 真紀

徳島県県土整備部副部長 谷本 悦久

３ 選定の経緯

令和 ２年 ７月１６日 第１回選定委員会（募集要項の承認、審査基準等の決定）

７月２２日 募集開始（募集要項の公表）

８月２５日、２８日 現地説明会

９月 １日 募集要項配布終了

９月 ８日～２３日 申請書類受付

１０月 １日～ ７日 各選定委員が申請書類を事前分析

１０月 ８日 第２回選定委員会

（書類審査、面接審査、指定管理候補者の選定）

４ 選定委員会における選定結果

施 設 名 申 請 団 体 名 総合得点

徳島県日峯大神子広域公園、

徳島県文化の森総合公園、 （公財）徳島県建設技術センター 適

徳島県新町川公園 （総合評価）

及び徳島県蔵本公園

徳島県鳴門ウチノ海総合公園 適
鳴門市

及び徳島県鳴門総合運動公園 （総合評価）



５ 指定管理候補者の主な提案内容

（１）徳島県日峯大神子広域公園、徳島県文化の森総合公園、徳島県新町川公園

及び徳島県蔵本公園

区 分 （公財）徳島県建設技術センターの主な提案内容

県民の平等な利用の ① 「進化する公園、美観・健康・交流を目指して」を管理運営計

確保と施設の効用の 画の指針とし、より一層の利用者満足度の向上と管理コストの削

最大限の発揮 減を図る。

② 利用者からの直接的な情報収集に加え、アンケートやインター

ネットによる利用者ニーズの把握に努め、収集したデータを職員

全員で共有・保存し、分析・活用し、利用促進を図る。

③ 日本野鳥の会徳島県支部の協力を得て「野鳥観察会」、季節の花

材を用いた「迎春の寄植作り教室」、大神子海岸で採取した「シー

グラスを使った工作教室」の開催等の各公園に即した自主事業を

行う。

④ 「業務継続計画」及び「災害等対応マニュアル」を職員へ周知

徹底するととともに、県・警察・消防署等との緊急連絡体制網を

整備し、災害・非常時の即応体制を整える。

⑤ 個人情報保護要綱により、個人情報の適切かつ厳重な取扱いを

確保する。

⑥ 「公園管理運営中期計画」を策定し、業務目標達成度を把握し、

業務改善に活用する。

効率的な管理運営 ① 経験豊富な職員の効率的な人員配置と本部サポート体制を確立

（経済性の追求） し、職員で可能な作業は職員が実施し、経費を削減する。

② 競争入札や複数年契約による委託費の削減を行う。

③ 指定管理料は、５年間で 923,600千円（税込み）。

（単位：千円）

年 度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

指定管理料 184,720 184,720 184,720 184,720 184.720

安定した管理のため ① 文化の森総合公園では、平成２年以来、日峯大神子広域公園で

の人的・物的経営基 は、平成４年以来、新町川公園・蔵本公園では、平成２１年度以

盤の状況 来となる長年の公園管理運営実績を活かす。

② 公園運営管理士等の有資格者である正規職員４名、非常勤職員

３名、限定職員２名、臨時職員１名の１０名体制。

③ 本部内に「公園管理運営改善委員会」を設置して、円滑な業務

運営と働き方改革に取り組む。

地域との連携や地域 ① 周辺地域の関係者等で構成される「地域連絡協議会」との意見

貢献度など 交換のほか、ボランティア団体等による清掃活動への協力など、

関係団体と連携を図る。

② 県内企業優先発注や県産材の優先使用を行う。

③ 社会福祉法人等地域に密着した多様な組織の活用やシルバー人

材センターとの連携を図る。



（２）徳島県鳴門ウチノ海総合公園及び徳島県鳴門総合運動公園

区 分 鳴門市の主な提案内容

県民の平等な利用の ① 「利用者の目線に立った取組の推進」を基本方針に、インスタ

確保と施設の効用の グラムを利用した情報発信による利用者サービスの向上やＬＥＤ

最大限の発揮 を使用した光熱費の削減など管理コストの削減を図る。

② 利用者からのアンケート調査や周辺自治会や関係団体で構成す

る「鳴門ウチノ海総合公園を育てる会」の意見等により、利用ニ

－ズの把握に努める。

③ 平成２０年度に公募したイベント用キャラクタ－「うずりん」

を積極的に活用するとともに、夏・冬ごとに家族層をターゲット

にした「ウチノ海わくわくパーク」や果樹を植栽し「果実の収穫

イベント」を開催する。

④ 「防災対策マニュアル」、「非常事態対応マニュアル」を策定し、

大規模災害等に対応する。

⑤ 個人情報については、「鳴門市個人情報保護条例」及び「鳴門市

セキュリティーポリシー」に基づき、適正に管理する。

⑥ 利用者アンケート調査の集計・分析により、業務目標の達成度

合いや問題点等を明らかにし、業務改善を図る。

効率的な管理運営 ① 若手正規職員、知識・経験豊富な嘱託職員等の充実を図り、

（経済性の追求） また、職務の見直しで労務時間を管理し、人件費の適正化を図る。

② 競争入札の実施により維持管理費の抑制を図る。

③ 指定管理料は、５年間で 634,555千円（税込み）。

（単位：千円）

年 度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

指定管理料 126,911 126,911 126,911 126,911 126,911

安定した管理のため ① 鳴門ウチノ海総合公園では平成１５年（開園）以来、鳴門総合

の人的・物的経営基 運動公園では平成２１年度以来となる管理運営実績を活かす。

盤の状況 ② 正規職員９名、嘱託職員１名、臨時職員３名の１３名体制。

③ 障がい者雇用率２．２１パ－セント。

地域との連携や地域 ① 「鳴門教育大学」及び「鳴門ウチノ海総合公園を育てる会」等

貢献度など あらゆる関係機関・市民団体と連携しながら、施設のＰＲ、利用

促進及び円滑な管理運営をより一層推進する。

② 公園内の維持修繕、浄化槽の点検、警備全般等については、地

元企業への業務委託を実施する。


